
JP 4736290 B2 2011.7.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
矩形の底面と、該底面に対してそれぞれ垂直に形成された前面および後面と、前記底面に
対して平行に形成された平行四辺形の天面と、前記底面と前記天面との間に前記底面に対
して垂直に形成された側平面と前記天面と前記側平面との間の側斜面とからなる側面とを
備えた八面体形状であり、前記側平面が三角形であり、前記側斜面が三角形であることを
特徴とする変形カートン。
【請求項２】
矩形の底面と、該底面に対してそれぞれ垂直に形成された前面および後面と、前記底面に
対して平行に形成された平行四辺形の天面と、前記底面と前記天面との間に前記底面に対
して垂直に形成された側平面と前記天面と前記側平面との間の側斜面とからなる側面とを
備えた八面体形状であり、前記側平面が台形であり、前記側斜面が三角形であることを特
徴とする変形カートン。
【請求項３】
前記前面と前記天面とに渡る開口部を形成するために、前記前面に切り取り線で摘み部を
設け、該摘み部を起点として前記前面から前記天面に連続した切り取り線を設けたことを
特徴とする請求項１乃至２のいずれかに記載の変形カートン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、変形カートンに関し、特に、直方体形状を変形して意匠性を高めた変形カート
ンに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、菓子、食品などのカートンは、形状として、直方体形状が主に使用されている。ま
た、この直方体形状を大きく変形した三角形状、六角形状など多角形状のカートンも一部
使用されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の直方体形状のカートンでは、意匠性の観点では、変化に乏しく、消
費者への訴求効果に欠けている。また、内容物を斜めに収納した場合に、角部に無駄な空
間を生じてしまうという問題もある。また、カートンの形状を大きく変形して、三角形状
、六角形状などの多角形状にすると、材料の取り都合が悪くなるという点、内容物の収納
の点、あるいは、内容物を収納した後の集積包装において不都合を来すなどの問題がある
。従って、カートンの直方体形状を大きく変形せずに小さな変形を行うことにより意匠性
を高め、内容物を斜めに収納することができる形状のカートンが望まれている。
【０００４】
本発明は、前記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、従来の直方体形状とは異な
り、かつ、簡単な構造であって、意匠性が高く、内容物を斜めに収納することができる変
形カートンを提供することを目的とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するための本発明は、矩形の底面と、該底面に対してそれぞれ垂直に形成
された前面および後面と、前記底面に対して平行に形成され、前記底面と形状が異なる四
辺形の天面と、前記底面と前記天面との間に形成された複数の面からなる側面とを備えた
多面体形状であることを特徴とする変形カートンであり、前記天面が平行四辺形であり、
前記側面が前記底面に対して垂直に形成された側平面と、前記天面と前記側平面との間の
側斜面とからなる八面体形状であることを特徴とするものである。
【０００６】
具体的には、前記側平面が三角形であり、前記側斜面が三角形であることを特徴とする八
面体形状の変形カートン、あるいは、前記側平面が台形であり、前記側斜面が三角形であ
ることを特徴とする八面体形状の変形カートンである。
【０００７】
また、前記前面と前記天面とに渡る開口部を形成するために、前記前面に切り取り線で摘
み部を設け、該摘み部を起点として前記前面から前記天面に連続した切り取り線を設けた
ことを特徴とする変形カートンである。
【０００８】
本発明によれば、従来の直方体形状の二つの頂角の部分を削り取った形状にすることによ
り、簡単な構造であって、材料コストが高くない、意匠性が高く、内容物を斜めに収納す
ることができる変形カートンを提供することができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の変形カートンについて図面に基づいて詳細に説明する。図１は、本発明の
変形カートンの第一の実施の形態の一実施例を示す図である。図１－ａは、立体的に組み
立てた状態を示す斜視図であり、図１－ｂは、その上面図であり、図１－ｃは、その平面
図である。この変形カートンＡは、前面１、天面２、後面３、底面４、左側平面５ａ、左
側斜面５ｂ、右側平面６ａ、右側斜面６ｂとから構成されており、開封前の外観上では、
一般的な直方体のカートンと異なり、変形した形状となっている。
【００１０】
具体的には、図２に示すような従来の直方体のカートンＰの左側面５において、天面２と
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後面３と左側面５との頂角Ｑを切り削いで三角形の左側斜面５ｂとし、右側面６において
、天面２と前面１と右側面６との頂角Ｒを切り削いで三角形の右側斜面６ｂとし、左側平
面５ａ、右側平面６ａは三角形としている。また、底面４は四辺形であり、天面２は平行
四辺形であり、前面１と後面３は１辺が斜めの台形となっている。、
【００１１】
本実施例では、易開封性機能を持たせるために、公知の易開封性カートンと同様に、図１
に示すように、前面１には、切り取り線ｘ、ｘにより摘み片１ａを設け、前面１と天面２
とに連続して、Ｌ字形状の切り取り線ｙ、ｙ、切り取り線ｚ、ｚを設けている。この切り
取り線ｘ、ｘ、切り取り線ｙ、ｙ、切り取り線ｚ、ｚで切り取ることにより、それらの内
側部分である開口部Ｏを開封することができ、そして、開封後には、開口部Ｏを再封する
こともできる。
【００１２】
図３は、本発明による変形カートンＡのブランクの一例を示す展開図である。このブラン
ク１０Ａ－１は、右辺が斜めの台形である前面１、平行４辺形である天面２、左辺が斜め
の台形である後面３、４辺形の底面４、そして、糊代片７をそれぞれ平行である折れ線ａ
、ｂ、ｃ、ｄを介して連設している。また、天面２の左辺には、折れ線ｅを介して左側斜
面５ｂを連設し、この左側斜面５ｂに折れ線ｆを介して左側平面５ａを連設し、そして、
この左側平面５ａに折れ線ｇを介して差し込み片８を連設している。天面２の右辺には、
折れ線ｈを介して右側斜面６を連設し、この右側斜面６ｂに折れ線ｉを介して右側平面６
ａを連設し、そして、この右側平面６ａに折れ線ｊを介して差し込み片９を連設している
。また、前面１の左辺には、折れ線ｋを介して折り込み片１１を連設し、右辺には、折れ
線ｌを介して折り込み片１２を連設し、そして、後面３の左辺には、折れ線ｍを介して折
り込み片１３を連設し、右辺には、折れ線ｎを介して折り込み片１４を連設している。
【００１３】
さらに、易開封性機能として、前面１の中央部に２本の切り取り線ｘ、ｘにより摘み部１
ａを設け、その切り取り線ｘ、ｘを起点として、斜めにＬ字形の切り取り線ｙ、ｙを両側
方向に伸ばして、さらに、その切り取り線ｙ、ｙを天面２に連続して伸ばして天面２の両
側辺に沿ってＬ字形の切り取り線ｚ、ｚを設けている。また、糊代片７には、摘み部１ａ
を再封する時に差し込むための差し込み口７ａを切れ線で設けている。
【００１４】
つぎに、上記のようなブランク１０Ａ－１から本実施の形態の変形カートンＡを組立てて
、内容物を充填包装する工程について、図を用いて説明する。
【００１５】
最初に、ブランク１０Ａ－１から折り畳まれた状態の変形カートンＡに組み立てる。図４
－ａに示すように、糊代片７を折れ線ｄで底面４側に折り曲げ、そして、図４－ｂに示す
ように、天面２を折れ線ｂで後面３側に折り曲げて、糊代片７と前面１の開口部Ｏの外側
部分とを貼り合せる。このようにして、図４－ｃに示すように、折り畳まれた状態の変形
カートンＡを組み立てることができる。
【００１６】
つぎに、折り畳まれた変形カートンＡを起こして組み立てて、内容物Ｓを充填包装する。
まず、折り畳まれた状態から、図５－ａに示すような起こされた状態とする。つぎに、開
放された左右側面部Ｓ－１、Ｓ－２の一方を形成する。例えば、図５－ｂに示すように、
一方の左側面部Ｓ－１では、二つの折り込み片１１、１５を内側に折り曲げて、そして、
左側平面５ａを折れ線ｆで折り曲げながら左側斜面５ｂを折れ線ｅで折り曲げて、差し込
み片８を底面４の裏面側に差し込む。この時、底面４の裏面に差し込み片８を接着して固
定し、図５－ｃに示すように、一方の左側面部Ｓ－１を形成することができる。
【００１７】
つぎに、この図５－ｃに示した状態で、他方の右側面部Ｓ－２側から内容物Ｓを変形カー
トンＡ内に挿入し、他方の右側面部Ｓ－２も左側面部Ｓ－１と同様にして形成して、図５
－ｄに示すように、内容物Ｓが収納された変形カートンＡとすることができる。このよう
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にして、本発明の変形カートンＡの組立ておよび内容物Ｓの充填包装を行うことができる
。
【００１８】
図６は、本発明による変形カートンＡのブランクの別の例を示す展開図である。このブラ
ンク１０Ａ－２は、右辺が斜めの台形である前面１、平行４辺形である天面２、左辺が斜
めの台形である後面３、４辺形の底面４、そして、糊代片７をそれぞれ平行である折れ線
ａ、ｂ、ｃ、ｄを介して連設している。また、天面２の左辺には、折れ線ｅを介して左側
斜面５ｂを連設し、この左側斜面５ｂに折れ線ｆを介して左側平面５ａを連設している。
天面２の右辺には、折れ線ｈを介して右側斜面６ｂを連設し、この右側斜面６ｂに折れ線
ｉを介して右側平面６ａを連設している。また、前面１の左辺には、折れ線ｋを介して折
り込み片１１を連設し、右辺には、折れ線ｌを介して折り込み片１２を連設し、そして、
後面３の左辺には、折れ線ｍを介して折り込み片１３を連設し、右辺には、折れ線ｎを介
して折り込み片１４を連設している。また、底面４の左辺には、折れ線ｏを介して左側下
面１５を連設し、右辺には、折れ線ｐを介して右側下面１６を連設している。
【００１９】
さらに、易開封性機能として、ブランク１０Ａ－１と同様に、前面１の中央部に２本の切
り取り線x、xにより摘み部１ａを設け、その切り取り線x、xを起点として、斜めにＬ字形
の切り取り線ｙ、ｙを両側方向に伸ばして、さらに、その切り取り線ｙ、ｙを天面２に連
続して伸ばして天面２の両側辺に沿ってＬ字形の切り取り線ｚ、ｚを設けている。また、
糊代片７には、摘み部１ａを再封する時に差し込むための差し込み口７ａを切れ線で設け
ている。
【００２０】
つぎに、上記のようなブランク１０Ａ－２から本実施の形態の変形カートンＡを組立てて
、内容物Ｓを充填包装する工程については、ブランク１０Ａ－１の場合とほぼ同様である
が、折り畳まれた状態から、起こされた状態とし、開放された左右側面部Ｓ－１、Ｓ－２
を封鎖する方法が異なっている。一方の左側面部Ｓ－１では、二つの折り込み片１１、１
３を内側に折り曲げ、左側下面１５を折れ線ｏで折り曲げて、そして、左側平面５ａを折
れ線ｆで折り曲げながら左側斜面５ｂを折れ線ｅで折り曲げて、左側平面５ａと左側下面
１５とを貼り合せる。内容物Ｓを充填した後に、他方の右側面部Ｓ－２も左側面部Ｓ－１
と同様にして封鎖して、内容物Ｓが収納された変形カートンＡとすることができる。
【００２１】
また、このブランク１０Ａ－２から本実施の形態の変形カートンＡを組立てて、内容物Ｓ
を充填包装する工程については、上記の方法と異なり、ブランク１０Ａ－２を組み立てな
がら内容物Ｓを充填包装するトップロード方式により行うこともできる。なお、トップロ
ード方式の場合、易開封性機能としての開口部を糊代片７と底面４とに設けている。
【００２２】
このトップロード方式では、最初に、天面２の裏をベース面として、前面１を折れ線ａで
天面２の裏面側に直角に折り曲げて起こし、後面３を折れ線ｂで天面２の裏面側に直角に
折り曲げて起こし、そして、前面１の折り込み片１１、１２を内側に折り曲げ、後面３の
折り込み片１３、１４を内側に折り曲げる。つぎに、左側平面５ａを折れ線ｆで折りなが
ら左側斜面５ｂを折れ線ｅで天面２の裏面側に折り曲げて起こし、右側平面６ａを折れ線
ｉで折りながら右側斜面６ｂを折れ線ｈで天面２の裏面側に折り曲げて起こし、そして、
折り込み片１１、１２および折り込み片１３、１４と貼り合せる。このようにして、トレ
ー形状に組み立てる。
【００２３】
このトレー形状の状態で、内容物Ｓを充填した後、底面４を内容物Ｓを被せるように内側
に折り曲げ、糊代片７を前面１に、左側下面１５を左側平面５ａに、そして、右側下面１
６を右側平面６ａに貼り合せることにより内容物Ｓが充填された変形カートンＡを形成す
ることができる。このようにして、本発明の変形カートンＡの組立ておよび内容物Ｓの充
填包装をトップロード方式により行うことができる。
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【００２４】
図７は、本発明による変形カートンＡのブランクのさらに別の例を示す展開図である。こ
のブランク１０Ａ－３は、右辺が斜めの台形である前面１、平行４辺形である天面２、左
辺が斜めの台形である後面３、４辺形の底面４をそれぞれ平行である折れ線ａ、ｂ、ｃを
介して連設し、そして、前面１に折れ線ｑを介して台形の糊代片１７を連設している。ま
た、天面２の左辺には、折れ線ｅを介して左側斜面５ｂを連設し、この左側斜面５ｂに折
れ線ｆを介して左側平面５ａを連設し、そして、この左側平面５ａに折れ線ｇを介して差
し込み片８を連設している。天面２の右辺には、折れ線ｈを介して右側斜面６ｂを連設し
、この右側斜面６ｂに折れ線ｉを介して右側平面６ａを連設し、そして、この右側平面６
ａに折れ線ｊを介して差し込み片９を連設している。また、前面１の左辺には、折れ線ｋ
を介して折り込み片１１を連設し、右辺には、折れ線ｌを介して折り込み片１２を連設し
、そして、後面３の左辺には、折れ線ｍを介して折り込み片１３を連設し、右辺には、折
れ線ｎを介して折り込み片１４を連設している。
【００２５】
さらに、易開封性機能として、ブランク１０Ａ－１と同様に、前面１の中央部に切り取り
線x、x、ｘにより摘み部１ａを設け、その切り取り線x、xを起点として、斜めにＬ字形の
切り取り線ｙ、ｙを両側方向に伸ばして、さらに、その切り取り線ｙ、ｙを天面２に連続
して伸ばして天面２の両側辺に沿ってＬ字形の切り取り線ｚ、ｚを設けている。
【００２６】
つぎに、上記のようなブランク１０Ａ－３から本実施の形態の変形カートンＡを組立てて
、内容物Ｓを充填包装する工程については、ブランク１０Ａ－１、ブランク１０Ａ－２の
場合と異なり、ブランクを組み立てながら内容物Ｓを充填包装するラップラウンド方式に
より行うことができる。
【００２７】
このラップラウンド方式では、最初に、天面２の裏をベース面として、内容物Ｓを包むよ
うにして前面１を折れ線ａで天面２の裏面側に直角に折り曲げて起こし、後面３を折れ線
ｂで天面２の裏面側に直角に折り曲げて起こす。そして、前面１の折り込み片１１、１２
を内側に折り曲げ、後面３の折り込み片１３、１４を内側に折り曲げる。つぎに、左側平
面５ａを折れ線ｆで折りながら左側斜面５ｂを折れ線ｅで天面２の裏面側に折り曲げて起
こし、右側平面６ａを折れ線ｉで折りながら右側斜面６ｂを折れ線ｈで天面２の裏面側に
折り曲げて起こし、差し込み片８と差し込み片９を内側に折り曲げる。そして、糊代片１
７を内側に折り曲げ、最後に、底面４を内容物Ｓを被せるように内側に折り曲げて糊代片
１７と貼り合せることにより内容物Ｓが充填された変形カートンＡを形成することができ
る。このようにして、本発明の変形カートンＡの組立ておよび内容物Ｓの充填包装をラッ
プラウンド方式により行うことができる。
【００２８】
図８は、本発明による変形カートンＡのブランクのさらにまた別の例を示す展開図である
。このブランク１０Ａ－４は、右側平面６ａ、右側斜面６ｂ、天面２、左側斜面５ｂ、左
側平面５ａ、底面４、糊代片２０を順次連設している。そして、天面２の下辺に前面１、
天面２の上辺に後面３を連設し、底面４の下辺に前下面１９、上辺に後下面２０を連設し
、右側斜面６ｂの下辺に折り込み片２１を連設し、右側平面６ａの上辺に折り込み片２２
を連設し、左側平面５ａの下辺に折り込み片２３を連設し、左側斜面５ｂの上辺に折り込
み片２４を連設している。
【００２９】
さらに、易開封性機能として、ブランク１０Ａ－１と同様に、前面１の中央部に切り取り
線x、x、ｘにより摘み部１ａを設け、その切り取り線x、xを起点として、斜めにＬ字形の
切り取り線ｙ、ｙを両側方向に伸ばして、さらに、その切り取り線ｙ、ｙを天面２に連続
して伸ばして天面２の両側辺に沿ってＬ字形の切り取り線ｚ、ｚを設けている。
【００３０】
つぎに、上記のようなブランク１０Ａ－４から本実施の形態の変形カートンＡを組立てて
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、内容物Ｓを充填包装する工程については、ブランク１０Ａ－２の場合とほぼ同様であり
、右側平面６ａと糊代片１８とを貼り合せて折り畳まれた状態とし、その折り畳まれた状
態から、起こされた状態とし、内容物Ｓを収納して開放された前面部および後面部を封鎖
する。一方の前面部では、二つの折り込み片２１、２２を内側に折り曲げ、前下面１９を
折り曲げて、そして、前面１を折り曲げて、前下面１９と前面１とを貼り合せる。内容物
Ｓを充填した後に、他方の後面部も前面部と同様にして封鎖して、内容物Ｓが収納された
変形カートンＢとすることができる。
【００３１】
図９は、本発明の変形カートンの第二の実施の形態の一実施例を示す図である。図９－ａ
は、立体的に組み立てた状態を示す斜視図であり、図９－ｂは、その上面図であり、図９
－ｃは、その平面図である。この変形カートンＢは、第一の実施の形態の変形カートンＡ
と同様に、前面１、天面２、後面３、底面４、左側平面５ａ、左側斜面５ｂ、右側平面６
ａ、右側斜面６ｂとから構成されており、開封前の外観上では、一般的な直方体のカート
ンと異なり、変形した形状となっている。
【００３２】
具体的には、変形カートンＡとは異なり、図１０に示すような従来の直方体のカートンＰ
の左側面５において、天面２と後面３と左側面５との頂角Ｑを切り削いで三角形の左側斜
面５ｂとし、右側面６において、天面２と前面１と右側面６との頂角Ｒを切り削いで三角
形の右側斜面６ｂとし、左側平面５ａ、右側平面６ａは四辺形の一角が欠けた台形となっ
ている。また、底面４は四辺形であるが、天面２は平行四辺形となり、前面１と後面３は
四辺形の一角が欠けた形の五角形となっている。
【００３３】
本実施例では、易開封性機能を持たせるために、第一の実施の形態の変形カートンＡと同
様に、図９に示すように、前面１には、切り取り線ｘ、ｘにより摘み片１ａを設け、前面
１と天面２とに連続して、Ｌ字形状の切り取り線ｙ、ｙ、切り取り線ｚ、ｚを設けている
。この切り取り線ｘ、ｘ、切り取り線ｙ、ｙ、切り取り線ｚ、ｚで切り取ることにより、
それらの内側部分である開口部Ｏを開封することができ、そして、開封後には、開口部Ｏ
を再封することもできる。
【００３４】
図１１は、本発明による変形カートンＢのブランクの一例を示す展開図である。このブラ
ンク１０Ｂ－１は、右辺の一部が斜めの五角形である前面１、平行４辺形である天面２、
左辺の一部が斜めの五角形である後面３、４辺形の底面４、そして、糊代片７をそれぞれ
平行である折れ線ａ、ｂ、ｃ、ｄを介して連設している。また、天面２の左辺には、折れ
線ｅを介して左側斜面５ｂを連設し、この左側斜面５ｂに折れ線ｆを介して左側平面５ａ
を連設し、そして、この左側平面５ａに折れ線ｇを介して差し込み片８を連設している。
天面２の右辺には、折れ線ｈを介して右側斜面６を連設し、この右側斜面６ｂに折れ線ｉ
を介して右側平面６ａを連設し、そして、この右側平面６ａに折れ線ｊを介して差し込み
片９を連設している。また、前面１の左辺には、折れ線ｋを介して折り込み片１１を連設
し、右辺には、折れ線ｌを介して折り込み片１２ａを、折れ線ｒを介して折り込み片１２
ｂを連設し、そして、後面３の左辺には、折れ線ｍを介して折り込み片１３ａを、折れ線
ｓを介して折り込み片１３ｂを連設し、右辺には、折れ線ｎを介して折り込み片１４を連
設している。
【００３５】
さらに、易開封性機能として、第一の実施の形態と同様に、前面１の中央部に２本の切り
取り線x、xにより摘み部１ａを設け、その切り取り線x、xを起点として、斜めにＬ字形の
切り取り線ｙ、ｙを両側方向に伸ばして、さらに、その切り取り線ｙ、ｙを天面２に連続
して伸ばして天面２の両側辺に沿ってＬ字形の切り取り線ｚ、ｚを設けている。また、糊
代片７には、摘み部１ａを再封する時に差し込むための差し込み口７ａを切れ線で設けて
いる。
【００３６】
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つぎに、上記のようなブランク１０Ｂ－１から本実施の形態の変形カートンＢを組立てて
、内容物を充填包装する工程については、第一の実施の形態の変形カートンＡで説明した
工程と同様に行うことができるため図は省略して説明する。
【００３７】
最初に、ブランク１０から折り畳まれた状態の変形カートンＢに組み立てる。糊代片７を
折れ線ｄで底面４側に折り曲げ、そして、天面２を折れ線ｂで後面３側に折り曲げて、糊
代片７と前面１の開口部Ｏの外側部分とを貼り合せる。このようにして、折り畳まれた状
態の変形カートンＢを組み立てることができる。
【００３８】
つぎに、折り畳まれた変形カートンＢを起こして組み立てて、内容物Ｓを充填包装する。
まず、折り畳まれた状態から、起こされた状態とする。つぎに、開放された左右側面部Ｓ
－１、Ｓ－２の一方を形成する。例えば、一方の左側面部Ｓ－１では、三つの折り込み片
１１、１３ａ、１３ｂを内側に折り曲げて、そして、左側平面５ａを折れ線ｆで折り曲げ
ながら左側斜面５ｂを折れ線ｅで折り曲げて、差し込み片８を底面４の裏面側に差し込む
。この時、底面４の裏面に差し込み片８を接着して固定し、一方の左側面部Ｓ－１を形成
することができる。
【００３９】
つぎに、この状態で、他方の右側面部Ｓ－２側から内容物Ｓを変形カートンＢ内に挿入し
、他方の右側面部Ｓ－２も左側面部Ｓ－１と同様にして形成して、内容物Ｓが収納された
変形カートンＢとすることができる。このようにして、本発明の変形カートンＢの組立て
および内容物Ｓの充填包装を行うことができる。
【００４０】
図１２は、本発明による変形カートンＢのブランクの別の例を示す展開図である。このブ
ランク１０Ｂ－２は、第一の実施の形態のブランクＡ－２と同様に、シールカートン形式
あるいはトップロード方式の充填包装に対応した形状であり、このブランク１０Ｂ－２か
ら本実施の形態の変形カートンＢを組立てて、内容物Ｓを充填包装する工程について、ブ
ランク１０Ａ－２の場合と同様の方法で行うことができる。
【００４１】
図１３は、本発明による変形カートンＢのブランクのさらに別の例を示す展開図である。
このブランク１０Ｂ－３は、第一の実施の形態のブランクＡ－３と同様に、ラップラウン
ド方式の充填包装に対応した形状であり、このブランク１０Ｂ－３から本実施の形態の変
形カートンＢを組立てて、内容物Ｓを充填包装する工程について、ブランク１０Ａ－３の
場合と同様にラップラウンド方式で行うことができる。
【００４２】
図１４は、本発明による変形カートンＢのブランクのさらにまた別の例を示す展開図であ
る。このブランク１０Ｂ－４は、第一の実施の形態のブランクＡ－４とほぼ同様の形状で
あり、このブランク１０Ｂ－４から本実施の形態の変形カートンＢを組立てて、内容物Ｓ
を充填包装する工程についても、ブランク１０Ａ－４の場合と同様に行うことができる。
【００４３】
さらに、ブランク１０Ｂ－２、ブランク１０Ｂ－３、ブランク１０Ｂ－４においても、易
開封性機能として、ブランク１０Ｂ－１と同様に、前面１の中央部に切り取り線x、x、ｘ
により摘み部１ａを設け、その切り取り線x、xを起点として、斜めにＬ字形の切り取り線
ｙ、ｙを両側方向に伸ばして、さらに、その切り取り線ｙ、ｙを天面２に連続して伸ばし
て天面２の両側辺に沿ってＬ字形の切り取り線ｚ、ｚを設けている。
【００４４】
つぎに、本実施の形態の変形カートンＡおよび変形カートンＢの開封および再封について
図を参照して説明する。まず、変形カートンＡを開封する場合は、図８に示すように、前
面１に切り取り線x、xにより設けた摘み部１ａを上方に引き上げ、この切り取り線x、xを
起点としたＬ字形状の切り取り線ｙ、ｙを両側に向かって切り取り、そして、天面２に連
続して設けられたＬ字形状の切り取り線ｚ、ｚを切り取ることにより、前面１と天面２と
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に渡る開口部Ｏを開封することができ、内容物Ｓを取り出すことができる。
【００４５】
つぎに、開封された変形カートンＡおよび変形カートンＢを再封する場合は、開封した開
口部Ｏの前面１に設けた摘み部１ａを糊代片７に設けた差し込み口７ａに差し込むことに
より、簡単に再封することができる。
【００４６】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の変形カートンは、従来の直方体形状のカートンに小さな変
形を加えることにより、簡単な構造であって、材料コストが高くなることのない意匠性を
高めたカートンである。また、内容物を斜めに収納しても無駄な空間を生じることのない
カートンである。さらに、易開封性機能を加えることによって、開封が簡便で内容物を取
り出しやすくなるという効果を有するものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の変形カートンの第一の実施の形態の一実施例を示す斜視図、上面図、お
よび平面図である。
【図２】本発明の変形カートンの第一の実施の形態の一実施例を従来の直方体カートンと
比較した斜視図である。
【図３】本発明の変形カートンの第一の実施の形態の一実施例のブランクの一例を示す展
開図である。
【図４】本発明の変形カートンの第一の実施の形態の一実施例を組み立てる工程を説明す
る図である。
【図５】本発明の変形カートンの第一の実施の形態の一実施例を組み立てて内容物を充填
包装する工程を説明する図である。
【図６】本発明の変形カートンの第一の実施の形態の一実施例のブランクの別の例を示す
展開図である。
【図７】本発明の変形カートンの第一の実施の形態の一実施例のブランクのさらに別の例
を示す展開図である。
【図８】本発明の変形カートンの第一の実施の形態の一実施例のブランクのさらにまた別
の例を示す展開図である。
【図９】本発明の変形カートンの第二の実施の形態の一実施例を示す斜視図、上面図、お
よび平面図である。
【図１０】本発明の変形カートンの第二の実施の形態の一実施例を従来の直方体カートン
と比較した斜視図である。
【図１１】本発明の変形カートンの第二の実施の形態の一実施例のブランクの一例を示す
展開図である。
【図１２】本発明の変形カートンの第二の実施の形態の一実施例のブランクの別の例を示
す展開図である。
【図１３】本発明の変形カートンの第二の実施の形態の一実施例のブランクのさらに別の
例を示す展開図である。
【図１４】本発明の変形カートンの第二の実施の形態の一実施例のブランクのさらにまた
別の例を示す展開図である。
【図１５】本発明の変形カートンの一実施例の開封を説明する図である。
【符号の説明】
Ａ　　　　変形カートン
Ｂ　　　　変形カートン
１　　　　前面
２　　　　天面
３　　　　後面
４　　　　底面
５　　　　左側面
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５ａ　　　左側平面
５ｂ　　　左側斜面
６　　　　右側面
６ａ　　　右側平面
６ｂ　　　右側斜面
７　　　　糊代片
７ａ　　　差し込み口
８　　　　差し込み片
９　　　　差し込み片
１０Ａ－１　ブランク
１０Ａ－２　ブランク
１０Ａ－３　ブランク
１０Ｂ－１　ブランク
１０Ｂ－２　ブランク
１０Ｂ－３　ブランク
１１　　　　折り込み片
１２　　　　折り込み片
１２ａ　　　折り込み片
１２ｂ　　　折り込み片
１３　　　　折り込み片
１３ａ　　　折り込み片
１３ｂ　　　折り込み片
１４　　　　折り込み片
１５　　　　左側下面
１６　　　　右側下面
１７　　　　糊代片
１８　　　　糊代片
１９　　　　前下面
２０　　　　後下面
２１　　　　折り込み片
２１ａ　　　折り込み片
２１ｂ　　　折り込み片
２２　　　　折り込み片
２３　　　　折り込み片
２４　　　　折り込み片
２４ａ　　　折り込み片
２４ｂ　　　折り込み片
ａ～ｓ　　　　折れ線
ｘ～ｚ　　　　切り取り線
Ｏ　　　　開口部
Ｐ　　　　従来のカートン（直方体形状）
Ｑ、Ｒ　　　　頂角
Ｓ　　　　内容物
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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